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図３ 梁の塩化物イオン量分布
学位論文審査結果の要旨
本学位論文に関し，平成１０年１月２９日日に第１回審査委員会を開き，面接審査を行った後，論文の
内容について検討した。さらに，２月５日に行われた口頭発表の後に第２回審査委員会を開き協議の結
果，以下のように判定した。
製造時に塩分が混入したコンクリートおよび塩分環境下にある鉄筋コンクリート構造物においては
早期に鉄筋が腐食するので，その防止対策が重要な研究課題として取り上げられている。本論文は，
まず海砂を使用して製造されたコンクリートを想定して，細孔溶液中のＯＨ~，Ｃｌ~およびNO2~イオン
の挙動より亜硝酸塩の防錆効果のメカニズムについて検討し，亜硝酸カルシウムを混入したコンク
リートでは，Ｃ1-イオンの固定能が高くなることを明らかにしている。つぎに，塩化物イオンのコン
クリート中への浸透過程の数値解析を行うとともに室内における促進試験条件と実際の海洋環境条件
の対応関係を検討し，各促進試験によって得られた結果に対する新しい解釈の仕方を提起している。
さらに，長期間にわたる耐久性を考慮にいれて，塩化物イオンの侵入を遮断する性能という観点から
見た高分子材料の設計に関して詳細な考察を加えている。その結果，高分子材料の化学組成と塩化物
イオン遮断性能との関連づけに成功した。また，沖縄の海洋環境下にある鉄筋コンクリート構造物に
対する暴露試験の結果より高分子被覆材の鉄筋防錆効果について貴重な知見を得ている。
以上の研究成果は，塩化物イオンの存在下におけるコンクリート中の鉄筋の腐食防止法の確立にお
いて有益なものであり，博士論文として価値あるものと判定した。
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